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差異及び業績予想修正の理由 

 

第 2 四半期累計期間につきましては、FPSO の建造工事の進捗率が高かったことにより、売上高は 161,977 百万円となりま

した。利益面につきましては、FPSO の建造工事及びオペレーションサービスの採算が改善したこと、販売費及び一般管理

費の実績が予想を下回ったことなどにより、営業利益は 3,168 百万円、経常利益は 5,861 百万円となりました。一方、海外

の子会社において繰延税金資産を取り崩したことなどにより、四半期純利益は 1,079 百万円に止まりました。 

 

通期の業績予想につきましては、繰延税金資産取り崩しの影響などを勘案し、当期純利益を 6,500 百万円と修正することと

いたしました。なお、売上高、営業利益及び経常利益については業績予想を変更しておりません。 

 

（注）上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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